
  

７～９月 １０～１２月 ７～９月 １０～１２月 ７～９月 １０～１２月 ７～９月 １０～１２月 ７～９月 １０～１２月

今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し

△ 50 △ 69 0 △ 17 △ 23 △ 11 △ 53 △ 61 △ 5 △ 17
(△ 69) (△ 50) (0) (△ 5) (△ 75) (△ 75) (△ 34) (△ 32) (17) (5)

△ 47 △ 47 △ 19 △ 25 △ 22 △ 22 △ 42 △ 46 △ 49 △ 49
(△ 57) (△ 57) (△ 19) (△ 22) (△ 34) (△ 34) (△ 30) (△ 38) (△ 52) (△ 37)

△ 6 △ 25 △ 22 △ 25 △ 22 △ 22 △ 35 △ 38 △ 34 △ 29
(△ 7) (△ 19) (△ 10) (△ 15) (△ 11) (△ 22) (△ 27) (△ 32) (△ 38) (△ 23)

△ 33 △ 53 △ 12 △ 20 △ 44 △ 33 △ 36 △ 40 △ 29 △ 38
(△ 50) (△ 44) (△ 5) (△ 12) (△ 56) (△ 33) (△ 42) (△ 42) (△ 37) (△ 33)

１位

２位

３位

※（　）は前回調査時のＤ・Ｉ値

（25≦DI<50） （0≦DI<25） 

消費者ニーズの変化
への対応

需要の停滞

新規参入企業の増加

売上は５２ポイントと
大幅な改善が見られた
が、原材料の調達難
や急激な為替変動に
よる仕入価格高騰が続
くなか採算では8ポイン
ト、資金繰りは11ポイン
トマイナスとなった。来
期の見通しについても
仕入価格の上昇が続く
ことが予想されている
が、年末に向けた需要
が期待されることから
売上高についてはプラ
スとなっている。

前期に引き続き、資
源・資材価格の高騰が
影響し、資金繰りは12
ポイント、業況が７ポイ
ントマイナスとなってい
る。また、需要の停滞
に加え、急激な円安に
よる原材料価格や電
気料金の上昇が採算
悪化を引き起こし、来
期は全項目でマイナス
の結果となった。

需要の停滞仕入単価の上昇

請負単価の低下

とくに好調 好調 まあまあ 不振

１．令和４年7月～9月期の景気動向

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

　今期のＤＩ平均値は△３０．８ポイント。建設業は１７ポイント、卸売業は１２ポイント、小売業は６ポイント、サービス業は８ポイント上がっ
たが、製造業は７ポイント下がった。前期の４～６月の△３８．０ポイントから７．２ポイントプラスとなった。

売 上 高

経営上の
当面する
問題点

採　　算

資金繰り

業　　況

官公需要の停滞

材料価格の上昇

従業員の確保難

需要の停滞

大企業の進出による競
争の激化

仕入単価の上昇

需要の停滞原材料価格の上昇

（50≦ＤＩ）

※当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

 きわめて不振

業種別
コメント

物価上昇に伴う急激
な個人消費の落ち込
みにより、売上高１９ポ
イント、採算１２ポイン
ト、資金繰り８ポイント
マイナスとなった。１０
月の値上げラッシュや
消費マインドの冷え込
みから、売上高は29ポ
イントマイナスとなるな
ど今後も厳しい状況が
続く見込みである。

新型コロナウイルス
による自粛ムードは落
ち 着 き を 見 せ て き た
が、客足は完全に戻っ
ていない状況。採算、
資金繰り、業況は若干
回復したものの、売上
高は２２ポインのトマイ
ナスとなっている。今
後も原材料費や物流
コストの高騰が懸念さ
れるが、年末の忘年会
シーズンを前に、顧客
満足度を下げない企
業努力が求められる。

（△25≦DI<0） （DI<△25）

みとう

原材料費の高騰が
続いてはいるが、売上
高が１９ポイント、業況
が１７ポイントと大幅に
改善がみられ、全項目
でプラスとなった。来期
の見通しは民間・官公
需要の停滞が予想さ
れることから売上が19
ポイント、採算１０もポイ
ントマイナスとなった。
また、ウクライナ危機が
もたらす影響もマイナ
ス要因となっている。

材料等仕入単価の上
昇

業種

項目
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※詳細につきましては、加茂商工会議所ホームページ（http://www.kamocci.or.jp)を
ご覧ください。
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